
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むつ市ファミリー・サポート・センター 会報 

わいわい通信 
第 28 号 2025 年 3 月 発行 

むつ市ファミリー・サポート・センターは、育児の援助を受けたい人「おねがい会員」と、 

援助を行いたい人「まかせて会員」と、両方を希望する人「両方会員」とが、それぞれ 

センターの会員となり地域で子育ての助け合い活動を行っている会員組織です。 

 

NPO 法人 むつ下北子育て支援ネットワーク ひろば 

HP http://npo-hiroba.org/ 

 

 

 

  

 

 

ファミリー・サポート・センターでは、年に 2 回「わいわい通信」を発行し、会員の

皆様に発送しておりましたが、来年度からは「交流会」の案内も兼ねて秋頃に発送し、

年度末の活動報告等はホームページに掲載させて頂きます。 

ホームページでは、過去に発行した分も掲載しておりますので、どうぞご覧ください。 

ＮＰＯ法人ひろばのホームページに「わいわい通信」が掲載してあります 

 

「入会申込書」と「事前打ち合わせ用紙」のダウンロード・印刷ができます 

http://npo-hiroba.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まかせて・両方会員研修会 

ファミリー・サポート・センターでは、まかせて・両方会員を対象に、年に一度「研修会」を行

っています。まかせて・両方会員の登録をした方は「研修会」受講後に援助活動が可能となりま

す。また、救急救命講習の受講は必須で、数年に一度の更新が必要になります。 

受講者の感想 

・講習を受けて、改めてサポート・センターの必要性を感じました。 

・普段、知っているつもりになっている事もあるので、振り返りになって良かったです。 

 DVD は、他のサポート・センターの様子が知れて良かったです。 

・大変勉強になりました！ティーチャーズトレーニングを知り良かったです。 

・1つの案件に対して、みなさんと話が出来て良かったと思います。 

 色々な背景を知ったうえで接すると、また違った見方が出来ると思いました。 

・正しい知識を知る事の大事さを知って、見立てをたてる事を知る事ができる。調べる事の大切さを

考えようと思います。今回の話題で知る事ができました。 

・ファミリー・サポート・センターの活動について 

 講師：小川千恵 

（ファミリー・サポート・センター センター長） 

・援助活動について 

 DVD視聴 

（地域でささえる子育て ファミリー・サポート・センターの活動） 

・まかせて・両方会員 意見交換会 

・気になる子どもとの関わり方 

 講師：山田まり子 

（青森県スクールカウンセラー） 

・子どもの健康 

 講師：佐々木正人 

（どんぐりこどもクリニック） 

講義の後、参加者全員で一つの案件について

話し合い、意見を出し合いました。 



おねがい会員 

両方会員 

まかせて会員 

合計 423名 

 

1 位 保育所・幼稚園の登園前の預かり      234 件 

2 位 その他（保護者等のリフレッシュなど）   172 件 

3 位 保護者等の短時間・臨時的就労の場合の援助 164 件 

合計 1,035件 

 

合計 426名（2025.1.31 現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願いとお知らせ 

358 名 

21 名 

44 名 

会員数 

・託児の予約は、余裕をもって早めにお願いいたします。 

・託児終了後は、記録用紙の記入漏れや忘れ物が無いか必ずチェックをしてください。 

・住所等に変更があった場合は連絡をお願いいたします。 

（わいわい通信等の手紙が戻ってきた場合は、退会となります。） 

・登録されている一番下のお子さまが中学生になった場合は、退会手続きをとらせて 

頂きます。 

今年度も、無事に活動を終える事ができました。ありがとうございました。 

来年度もよろしくお願いいたします。 

援助活動 best3 

会員交流会 

令和6年度活動報告 (2024.4.1～2025.1.31) 

～ゆるゆるリンパケア～ 

2024.11.13（水）下北文化会館（和室） 講師：Beautysalon Salliera 大高香苗さん 

参加者の感想 

・自分の体に向き合い、ゆるめ、自愛のひとときを持てた

のでとても良かったです。 

・参加して良かったです。運動不足で硬かった体が柔らか

くなりました。 

・リンパマッサージ、すごくリラックスできて効果も感じ

られました。 

・短い時間でのリンパマッサージの効果がすごい！ 

ウエストが細くなりビックリでした。 

・身体がほぐれていくのが良く分かりました。気持ち良く

て、途中眠くなってしまいました。どれも簡単にできるも

のばかりで取り入れやすいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業受託先  NPO 法人 むつ下北子育て支援ネットワーク ひろば 

       むつ市柳町１－２－１５ 佐藤ビル２階 

TEL  0175-23-7844   FAX  0175-34-0013 

メール  info@npo-hiroba.org   HP http://npo-hiroba.org/ 

 

 

病児預かり室「おひさまルーム」から 

むつ市病児預かり室「おひさまルーム」 

TEL  080-2141-6669 または 0175-31-0209    

メール  ohisama0209Room@gmail.com 

むつ市ファミリー・サポート・センター 

TEL＆FAX  0175-24-0605 

メール  famisapo@npo-hiroba.org 

 

令和５年７月より、おひさまルームの利用予約がオンライン化しました。 

これにより、施設に行かずに登録ができ、空き状況をオンラインで確認することができます。 

また、当日に書類を記入する手間がなく、予約内容が文面に残ることで予約内容の確認ができます。 

おひさまルーム利用状況 

（2024.4.1～2025.1.31） 

感冒 46 件、胃腸炎 14 件、手足口病 11 件 

マイコプラズマ肺炎 11 件 

アデノウイルス 8 件、気管支炎 6 件 

RＳウイルス 3 件、コロナウイルス 2 件 

伝染性紅斑 2 件、耳下腺炎 1 件下痢症 2 件 

合計 106件 

春に流行する小児の病気 

溶連菌感染症 … 発熱、のどの痛み、白いものがつく 

全身発疹、顔や股のところに小さな発疹 

RS ウイルス … 肺炎、気管支炎、呼吸器をおかすウイルス 

接触、飛沫感染、鼻水、咳、痰の付着 

伝染性紅斑 … 風邪の様な症状が現れた後、1 週間ほどして頬が赤くなる 

一度感染すると免疫がつくので、再びかかることはない 

 

水分や食事がとりにくくなるので、脱水にならないよう水分補給が大切です。 

予防策としては、手洗い、マスク着用、消毒などの基本的な感染対策が重要です。 

その他、麻疹、風疹、おたふく風邪も春に流行しやすいと言われています。 

オンラインで仮予約をして頂いた場合、

必ずこちらから返信しています。 

1 時間ほど経っても返信がない場合は、

お手数ですが『おひさまルーム携帯』

080-2141-6669 にお電話ください。 

おねがい 

mailto:info@npo-hiroba.org
http://npo-hiroba.org/
mailto:famisapo@npo-hiroba.org

